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あなたも 隣人も
ペット と快適

に

暮らす
ため

に

飼い主にと 。てペットはカ;ま2
いいもの。疊五は、単なる娶餮
助物ではなく、人生j nS 匐とし
て。t a 。様に思い暈曙をしてい
るÅもい ます。しかし、だれも
が點4鈿好きだというわけではあ
りません。 他人のペットで途惑
している 人もたくさんいます。
だからこそ、あなたのマナーが
同われる のです。

ペ
ッ
ト
で
心
に
潤
い
を

最
近
、
心
理
療
法
な
ど
の
分
野
に
お

い
て
、
励
物
と
の
触
れ
合
い
に
よ

心

の
健
蹶
づ
く
ひ
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま

す
。
こ
の
春
オ
ー
プ
ン
し
た
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
六
月
で
は
、
―
匹
の
子
犬

を
預
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
犬
の
名
前
は
「
チ
ャ
チ
ャ
」。今
で

は
ホ
ー
ム
の
人
気
者
で
す
。
猥
た
き
り

に
な
り
が
ち
な
お
年
寄
り
も
、
ベ
ッ
ド

か
ら
起
き
出
し
て
、
チ
ャ
チ
ャ
と
遊
ぶ

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
六
月
で

は
ジ
ュ
ウ
シ
マ
ツ
も
飼
っ
て
い
て
、
水

の
取
ひ
替
え
な
ど
は
、
入
所
者
の
お
年

寄
り
も
一
緒
に
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
砂
遊
び
の
あ
と
は

手
洗
い
を
忘
れ
ず
に

忘れ
な
い
でね

!

排泄
物
の後
始
末

足
立区
足立

千 住

保
健所

何よりも心が和むし、お年寄りの生活に彊りが出 て来 ているようで す

ボ
ク
た
ち
を
捨
て
犬

捨
て
猫
に
し
な
い
で
…

平
成
5
年
度
の
区
内
の
犬
の
登
録
数

は
1
万
泪
匹
。
一
方
、
励
物
管
理
事
務

所
で
捕
箋
ま
た
は
持
ち
込
ま
れ
た
犬

は
、区
内
で
年
間
5
9
3
匹
に
も
な
り
欒
T
。

猫
は
8
2
9
匹
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
を
飼
い
始
め
た
ら
、
最
後
ま

で
面
倒
を
み
る
の
が
飼
い
主
の
責
任
で

す
。
産
ま
せ
る
つ
も
ひ
が
な
く
て
も
妊

娠
し
て
し
ま
う
'」と
も
あ
り
ま
す
。
子

犬
・
子
猫
を
飼
い
続
け
る
自
信
が
な
け

れ
ぱ
、
去
勢
不
妊
手
術
を
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

区
と
獣
医
師
会
で
は
、
猫

の
去
勢
不
妊
手
術
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

「
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
い
ま
す
」
と

内
田
さ
ん
(
東
保
木
間
二
丁
目
)

ちょっとした工 夫で
フンは簡単に処理できます

忘れないで!

フンの
あとしまつ

ペ
ッ
ト
の
迷
惑
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ

る
の
が
、
ま
ち
の
あ
祭
」
ち
に
落
ち
て

い
る
フ
ン
。
特
に
、
公
園
の
砂
場
が
汚

さ
れ
る
の
は
困
っ
た
も
の
で
す
。
飼
い

主
は
必
ず
フ
ン
を
持
ち
帰
り
、
砂
場
に

は
犬
・
猫
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
飼
い
主
が
マ
ナ
ー
を
守
る
こ

と
が
一
番
で
す
が
、砂
場
に
ネ
ッ
ト
や

シ
ー
ト
を
掛
け
る
の
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。区
で
は
ネ
ッ
ト
の
設
置
の
要
望
を

受
け
、順
次
取
り
付
け
て
い
牢
y
が
、

掛
け
た
り
外
し
た
り
の
管
理
は
砂
場
を

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
砂
場
が
汚
さ
れ
て
お
困
り
の
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
公
園
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

犬
の
登
録
や
、
猫
の
去
勢
不
妊
手

術
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、各

保
健
所
へ

足
立
保
健
所

豐
(
3
8
5
5
)
4
1
5
一

千
住
保
健
所

酋
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

お 聞 か せく だ さ い

日ご ろの
備え

あ
だ
ち
広
報
8
月
2
5号
で
は
、
防

災
特
集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
災
害

時
の
た
め
の
お
宅
の
備
え
や
エ
夫
、

日
ご
ろ
、
ご
家
族
で
注
意
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
行

っ
て
い
る
「
日
ご
ろ
の
備
え
」
を
募

集
し
ま
す
。
申
込
9
(
ガ
キ
に
「
日

ご
ろ
の
備
え
」
の
肺
単
な
内
容
、
庄

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
配

期

限
=
7
月
3
1日
必
着

申
・
問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

〒
m一

千

住
1
1
4
1
1
8

a
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

葦
立
ち

防
災
の
夏

渇
水
に
悩
ま
さ
れ
た
昨
夏
と
う

っ
て
穿
わ
っ
て
豪
雨
が
E心
配
の
夏

と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
夏
休
み
。
区
立
の

小
・
中
学
校
全
校
の
校
庭
に
、
簡

易
ト
イ
レ
を
埋
設
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
災
害
が
発
生
し
た
時
、

中
に
格
納
さ
れ
て
い
る
支
柱
な
ど

の
器
材
を
組
み
立
て
れ
ば
、
簡
易

ト
イ
レ
に
な
る
も
の
で
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
週
難
所
の
水
洗

ト
イ
レ
が
使
え
ず
に
大
変
苦
労
し

た
と
の
こ
と
。利
便
性
を
追
求
し
、

高
度
な
技
術
文
明
に
支
え
ら
れ
た

都
市
生
活
の
脆
弱
さ
と
、
そ
れ
が

崩
れ
た
時
の
言
い
知
れ
ぬ
不
便
さ

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
で
す
。

一
朝
、
災
害
が
発
生
し
た
あ
と

は
、
食
糧
、医
療
、住
宅
、情
報
、

精
神
面
の
ヶ
ア
な
ど
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
す
べ
て
を
前

も
っ
て
準
備
し
て
お
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
危
機
時
に
素
早
い

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
い
ま
、
消

防
、
蕃
察
な
ど
関
係
機
関
に
呼
び

か
け
、
防
災
計
画
の
早
急
な
見
直

し
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
。

区
民
の
皆
様
に
も
、
こ
の
夏
休

み
を
機
に
、ぜ
ひ
、ご
家
庭
で
の
安

全
管
理
、
赤
ち
ゃ
ん
や
お
年
寄
り

な
ど
身
体
の
弱
い
方
へ
の
対
策
、

避
難
場
所
の
確
麗
な
ど
、
も
う
一

度
話
し
合
い
、
点
検
し
て
い
た
だ

き
た
く
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

区
長
　古
性
直
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中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

痢
気
な
ど
、
や
む
を
え
な
い
理
由
に

よ
り
、
保
霞
者
が
義
筋
教
冐
諸
学
校
に

就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
、
ま
た
は
免

除
さ
れ
た
方
な
ど
に
対
し
、
中
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ご
冫
か
認
定

す
る
た
め
に
、
文
部
省
が
行
う
試
験
で

す
。
合
格
者
は
高
等
学
校
入
学
資
格
が

得
ら
れ
李
歹
。

試
験
日
I
U

仍
日

(
金
)
場
所―
東
京
都
就
学
相
談
室

(
渋
谷
区
笹
楸
1
1
2
6
-
9
)
願
一
受

付
1
8
月
7
日～
9
月
6
日
都
・
義

務
教
育
心
身
障
害
教
育
課
へ

申
・
間

先
―
義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
諜
学
事

鬻
　
(
5
3
2
0
)
6
7
5
2

間

先
=
千
住
本
庁
舎
・
学
事
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

2
3区
ブ
ラ
ン
ド
製
品

販
売
協
力
店
の
募
集

2
3区
ブ
ラ
ン
ド
の
「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
を
「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
」

の
販
充
S
力
き
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
商
品
は
再
生
品
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
と
利
用
拡
大
を
図
り
、
区
民

の
皆
さ
ん
が
回
収
し
た
資
源
を
循
環
さ

せ
る
た
め
に
2
3区
で
共
同
開
発
し
て
い

る
も
の
で
す
。
2
3区
ブ
ラ
ン
ド
製
品
は
1
0
0
%

再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
、
区
内

で
回
収
さ
れ
た
古
紙
が
原
料
に
な
っ
て

い
ま
す
。区
民
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に

使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ぜ
ひ
販
売

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
家
す
。

開
発

商
品
I
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
…
古
紙

1
0
0外
使
用
(
紙
パ
ッ
ク
1
0
%
以
上
混
入
)

・
中
芯
の
な
い
ラ
ー
ジ
コ
ア
レ
ス
・
無

漂
白
・
I

パ
ッ
ク
6
ロ
ー
ル
入
り
(
1

ロ
ー
ル
S
S

巻
)
/

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
・・・
古
紙
1
0
0
%使
用
(

紙
パ
ッ
ク
3
0
%

以
上
混
入
)

・
無
漂
白
・
I

パ
ッ
ク
5

箱
T

箱
旛
組
)
、
I
パ
ッ
ク
4

包
T

包
S

組
)

の
2

種
類

販
売
開
始
1
1
0

月
1
日
(

予
定
)

※
後
日

、
あ
だ
ち

広
報
等
で
取
扱
店
を
お
知
ら
せ
し
穿
歹

の
で

、
ご
利
用
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

鰈
資
源
化
対
策

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

休
日
で
も
、温
水
プ
ー
ル
や
図
書
館

な
ど
区
施
設
の
情
報
は
O
K
!

電
話
一
本
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
調
べ
ら
れ
ま
す

声
の
便
利
帳
「
ハ
ロ
ー
あ
だ
ち
」

(
3
2
7
2
)
8
6
0
0

区
役
所
が
休
み
の
土
・
日
曜
日
、
祝

日
。
さ
ら
に
、平
日
の
業
務
終
了
後
に
、

電
話
で
休
吁
診
療
所
や
図一
館
な
ど
の

区
の
施
段
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に

お
答
え
し
ま
す
。N
T
T
の
オ
ペ
レ
ー

タ
が
「
「
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
」と
出
ま

す
の
で
「
足
立
区
の
○
○
に
つ
い
て
知

り
た
い
の
で
歹
が
」
と
お
聞
き
く
だ
さ

い
。

※
N
T
T
「「
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」

で
は
、
足
立
区
の
情
報
の
ほ
か
2
3区
内

の
グ
ル
メ
情
報
や
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
趣

味
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
多
く
の
お
店
の
特

徴
な
ど
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

□
現
在
提
供
中
の
主
な
情
報

▽
休
日
診
療
所
▽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
連

絡
先
▽
図一
館
の
休
館
日
、
連
絡
先
▽

放
置
自
転
車
の
移
送
先
、
引
き
取
り
方

法
▽
商
店
街
土
・
日
・
祝
日
畦
車
場

(竹
の
獵
、
千
住
付
近
)
▽
郷
土
博
物

館
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
、
花
畑
記
念
庭

園
、
都
市
農
業
公
園
の
連
絡
先
、
交
通

機
関
等
▽
主
な
区
の
イ
ベ
ン
ト

F
A
X
サ
ー
ビ
ス

も
行
っ
て
い
ま
す

施
設
案
内
図
の
欲
し
い
方
は
、
オ
ペ

レ
ー
タ
に
「
○
○
の
案
内
図
が
欲
し
い
」

と
言
い
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

□
現
在
提
供
中
の
主
な
情
報

▽
休
日
診
家
所
▽
放
一
自
転
車
の
移
送

先
▽
図
一
館
▽
福
祉
事
務
所
▽
保
健
所

▽
温
水
プ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
、

生
物
菌
、
そ
の
他
区
の
施
段

間
先
1
千
住
本
庁
舎
・
広
聴
相
談
係
　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

利 用 時 間
( 案内科は無料。
通話料のみかかります)

すい すいらんど綾瀬

国
保
「
海
の
家
・
山
の
家
」

国
保
課
で
は
、
今
年
も
民
宿
な
ど
を

借
ひ
上
げ
、
下
表
の
「
薇
の
家
・
山
の

家
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
現
在
抽
選

終
了
後
の
空
室
利
用
を
受
付
中
で
す
。

施
設
に
よ
っ
て
は
ま
だ
空
室
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
=

8
月
3
0
日
ま
で
対
象
I
区
内
在
住
・

在
勤
の
方
申
込
`
話
予
約
の
う
凡

使
用
料
を
窓
口
へ

受
付
I
利
用
日
の
3

日
前
ま
で

申
・
間
先
―
中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

<海の家>

< 山 の 家>

1 飢钁の定員6 星… 4 人、75 ・ … 5人、8 疊… 5 人、9 騫-・・4人、10● … 6 人、1 榛… 5 人
*9 ● は、ベツド ガ4 台入ってい ます* ● の家、山の家とも食● や寝S の出し 入れは、セJしフサービスです

緊
急
災
害
対
策
と
し
て

総
額
3
億
5
千
9
0
0
万
円

6
月
補
正
決
ま
る

阪
神
・
淡
路
大
貫
災
は
、近
代
的

な
大
都
市
を
襲
っ
た
直
下
型
地
震
と

し
て
、峨
後
最
大
の
自
然
災
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。私
た
ち
の
住
む
東

京
に
も
、い
つ
震
度
7
の
地
震
が
起

き
て
も
不
思
臨
は
な
い
と
言
わ
れ
て

い
李
y
。阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教

馴
を
も
と
に
、区
で
は
、消
防
零
や
一

察
一

、一
気
、
ガ
ス
、
水
遭
な
ど
の

防
災
関
佩
機
関
と
協
力
し
て
、
地
域

防
災
計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
地

震
は
い
つ
襲
っ
て
ぐ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
す
ぐ
で
き
る
対

応
策
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
緊
急
対

策
夲
藐
め
ま
し
た
。

□
避
難
所
(
小
・
中
学
校
1
1
7
校
)
に

備
書
物
品
等
を
緊
急
配
備

▽
埋
め
込
み
式
ト
イ
レ
の
設
置
(
1

億
5
千
伽
万
円
)

断
水
で
学
校
の
ト
イ
レ
が
使
用
で

き
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。そ

こ
で

、組
み
立
て
式
の
簡
易
ト
イ
レ

を
設
置
し
ま
す
。ト
イ
レ
は
普
段
、

分
解
し
て
校
庭
の
隅
に
浅
く
埋
め
て

お
き
ま
す
。

▽
発
一
機
、
投
光
器
等
の
配
備
(
1

千
繝
万
円
)

停
一
に
備
え
、
発
電
機
1
台
と
投

光
器
冫
台
等
を
配
備
し
ま
す
。

□
備
富
倉
庫
か
ら
遠
く
、橋
の
落
下

な
ど
に
よ
り
孤
立
し
そ
う
な
避
難
所

(
小
学
校
6
校
)
に
対
し
て
、毛
布
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
カ
ー
ペ
ッ

ト
等
緊
急
配
備
(
F
億
1
千
s
万
円
)
　

な
お
、
新
田
小
学
校
と
宮
城
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
爾
蓄
物
品

の
配
備
を
終
え
て
い
ま
す
。

□
備
蓄
倉
庫
等
に
生
理
用
品
、お
む

つ
(
子
供
用
、大
人
用
)
を
配
備
(
1

千
4
5万
円
)

一
消
防
団
責
機
材
格
納
庫
(
9
1ヵ
所
)

お
よ
び
区
民
事
務
所
(
1
7力
所
)
に

倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
用
と
し
て
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
や
ツ
ル
(
シ
、
の
こ
ぎ

り
等
の
資
機
材
を
配
備
(
2
千
万
円
)

・
防
災
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実

(
鵡
万
円
)

□
夜
間
防
災
訓
練
の
実
施
(
6
5
万
円
)

・
区
民
消
火
隊
(
新
規
結
成
2
1隊
)

消
火
ポ
ン
プ
の
緊
急
配
備
(
3
千
3
0

万
円
)

□
地
域
防
災
計
画
調
査
研
究
委
託
費

等
(
L
千
5
0万
円
)

区
で
は
、
今
後
も
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
と
併
行
し
て
、
引
き
続
き

必
要
な
対
策
を
行
つ
て
い
孝
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
災
害
対
策

課

酋
(
3
8
8
0
)
5
0
1
1

ご み 減 量・リ サ イ ク ル 推 進 店

「R のお店」新 規 認 定 店

区では、商業活動を通じて、ごみの皿・ やリサイクル
活動に積極的に取り組んでい る小売店や商店街を ご゙み
減量・リ サイクル推進店「R のお 店」。として認定し てい
ます。こ のたび、新たに1 商店街が「R のお店」とし て認
定されました。これで商店街8 団体、小充 店I偲店となり
ました。 認定店は「R のお店」のパンフレ ットに掲載され
ていますので、お近くの「R のお 店」を有効にご利用< だ
さい。また、商店街、小売店の方で「R のお店」の肥定を
希望する方は。お問い合わせください。 問先一中央本
町庁舎・リ サイク ル推進Wk　3880 ―5206

テ
ス
ト
し
ま
し
た
「低
価
格
の
傘
」

あ
な
た
は
傘
を
河
本
お
持
ち
で
す
か
?

急
な
雨
に
あ
い

、つ
い
も
う
1

本
、こ

ん
な
経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
店
先

に
並
ん
だ
千
円
前
後
の
安
い
傘
、
品
質

は
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か

。
足
立
区

と
7

区
(
板
橋
、大
田

、杉
並
、世
田
谷

、

中
野

、港
、目
黒
)

の
消
費
者
セ
ン
タ
ー

が
合
同
で
、
5
8
0一

千
咽
円
の
長
傘
2
5
銘

柄
を
購
入
し
。
テ
ス
ト
し
ま
し
た
。

□
半
数
が
表
示
不
傭

家
庭
用
品
品
質
衷
示
法
で
は
、「
生
地

の
組
成
」「
親
'
Wの
長
さ
・
表
面
加
工
」

な
ど
を
表
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
正
し
く
表
示
さ
れ
て
い
た
も
の
は
2
5

銘
柄
中
1
1銘
柄
で
、
表
示
の
徹
底
が

望
ま
れ
ま
す
。

□
申
棒
の
板
厚
は
半
数
が
薄
め

中
棒
が
鉄
製
の
も
の
1
9銘
柄
を
テ
ス

卜
し
た
結
果
、
日
本
洋
傘
振
興
協
議
会

の
定
め
た
基
準
に
1
0銘
柄
が
満
た
ず
、

最
も
薄
い
も
の
で
O
・
1
5

皿
厚
み
が

不
足
し
て
い
ま
し
た
。

□
生
地
中
縫
い
は
粗
い
も
の
が
了
創

中
縫
い
の
針
目
数
は
、
J
I
S
基
準

で
「
3
″
あ
た
り
1
2
日
以
上
」
と
定
め

ら
れ
て
い
衆
y
。
2
5
銘
柄
中
1
7
銘
柄
が

針
目
数
不
足
で
、一
も
少
な
い
も
の
は
9

日
で
し
た
。

□
耐
久
性
は
?

5
0
0
回
の
開
閉
テ
ス
ト
の
結
果
、
4
銘

柄
に
異
常
が
出
ま
し
た
。
1
銘
柄
は
開

い
て
回
し
た
時
き
し
み
音
が
す
る
ぷ
つ

に
な
り
、
3
銘
柄
は
ジ
ャ
ン
プ
傘
の
は

じ
き
止
め
部
分
に
ひ
び
が
は
い
n
ま
し

た
。

□
一
番
気
に
な
る
雨
一
り
は
?

1
3田
上
か
ら
1
時
間
あ
た
り
2
0
1
　
(

強
い
大
雨
く
ら
い
)
の
雨
を
2
0分
間

シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
降
ら
せ
、
内
側
に

水
滴
が
つ
い
て
な
い
か
調
べ
ま
し
た
。
J
I
s

基
準
「
2
0粒
以
下
」
を
は
ず
れ

た
も
の
が
1
6銘
柄
あ
り
、
1
0
0粒以
上
漏

水
し
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

※
テ
ス
ト
結
果
な
ど
ぐ
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
a
消
費
者

セ
ン
タ
ー
　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5
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精
神
保
健
講
演
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
T
H
E
　デ
イ
ケ
ア

分
裂
病
娶
ほ
じ
め
と
し
た
精
神
陝
愚

に
、
保
健
所
一
yイ
ケ
ア
は
ど
ん
な
役
割

を
持
つ
の
で
し
ょ
う
か
。い
ろ
い
う
な

立
場
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日

時
1
8
月
1
1日
(
金
)
、午
後
1
時
3
0分

～
4
時

場
所
―
足
立
保
健
所
分
室

内
容
I
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
ー
精
神
科
医
、
痾
院
ワ
ー
カ
ー
、
デ

イ
ケ
ア
美
術
講
師
、
家
族
、
保
健
婦

定
員
-
5
0人

費
用
―
無
料

申
込
―

電
話

申
・
問
先
―
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル

「エ
イ
ズ
問
題
を
考
え
る
」参
加
者
募
集

区
で
は
、
エ
イ
ズ
予
防
を
広
く
呼
び

か
け
る
た
め
、
ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
問
題
意

鍬
を
持
て
る
ぷ
つ
な
内
容
で
し
た
ら
、

ビ
デ
オ
の
内
容
は
ど
の
m
m
も
の
で

も
結
構
で
y
。
ユ
ニ
ー
ク
で
個
性
的
な

作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
後
日
ビ
デ
オ

上
映
会
に
て
上
映
し
、
表
彰
し
ま
す
。

ま
ず
は
(
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

内
容
I
作
品
は
5
分
以
内

申
込
=
事
前
に
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、一
話
番
号
を
明
配
し
郵
送

※

後
a
、
資
料
を
お
送
り
し
ま
す

期
限
=
9

月
1
5日

申
・
問
先
―
足
立
保
健

所
・
保
健
指
導
係

〒
1
2
0伊興
町
前
沼
1
1
5
7
-
6

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

第
4
回
は
つ
ら
つ
健
康
大
学

地
域
に
ひ
ろ
げ
よ
う
健
康
の
輪
!

私
た
ち
区
民
の
健
康
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
緒
に

体
験
、実
験
、話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、

健
康
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
等
=
麦
l
り
と
お
り

対
象
―
区
内
在
住
・
在
助
の
方
(
原
則

と
し
て
全
回
参
加
で
き
る
方
。
。過
年
修

了
証
書
を
受
け
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
)

定
員
1
5
0人
(
先
着
順
)

費
用
9

無
料

申
込
1
電
話

場
・
申
・
問

先
―
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

表1　 はつらつ健康大学日程

※ いずれも時間は午後1時30分～4時

講
演
と
浄
水
場
見
学
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
飲
み
水
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
?

い
ざ
と
い
う
と
き
に
水
道
水
が
で
な

く
な
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
飲
み
水
を

確
保
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
阪

神
・
淡
路
大
貫
災
の
教
訓
を
ふ
ま
え
、

水
道
水
の
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
家
庭

に
給
水
さ
れ
る
ま
で
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
・
内
容
等
=
表
2
の
と
お

り

費
用
―
無
料

申
込
―
電
話

申

・
問
先
―
足
立
保
健
所
・
環
境
衛
生
佩

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所
・
環
境
衛
生
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表2　 講演と浄水場見学会日程

8
月
の

献

血

日
時
等
―
表
3
の
と
お
り

問
先

―
東
京
東
赤
十
宇
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

表3　8 月の献血日程

※ いずれも午前10時～11時30分
午後0時30分～3時30分

健康カレンダー 8 月の予定

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
朝
頭
麦
示
会
7
月
2
5
日
1
3
1
日
、

午
前
7
時
～
1
1
時
/
北
千
住
駅
西
口
交

番
裏
広
場
/
沢
田

(
3
8
8
1
)
5
1
0
9

☆
第
6
4
回
足
立
よ
い
映
圃
を
み
る
会

7
月
2
5
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
o
時
1
0

分
・
午
後
1
時
～
3
時
1
0
分
/
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
/
「
忍
た
ま
乱
太
郎
」「
走
れ

メ
ロ
ス
」/
8
0
0円(
3
歳
以
上
)
/
荒
井

(
3
8
5
8
)
3
0
4
8

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

9
月
3
日
・
1
0
月
1
日
・
1
2
月
3
日
、

午
前
1
1
時
(
雨
天
中
止
)
/
グ
リ
ニ
ャ
ン

ク
ー
ル
横
駐
車
妬
/
―
区
画
2
S
X
2

墫
以
内
/
出
店
料
無
料
/
売
上
金
の
一

部
は
愛
児
の
家
家
t
は
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
ま
す
/
水
本

(
3
8
6
0
)
0
7
0
8

=
募
集
=

☆
短
歌
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
1
土
曜

日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/
月
額
千
沺
円
/

柴
野

酋
(
3
8
9
9
)
9
1
5
0

健康あ・ら・かると
歯
磨
き
で
防
げ
る
?
歯
周
病

歯
に
は
自
信
の
あ
っ

た
5
0
畿
の
A
さ
ん
。
「歯

の
寿
命
は
4
0
～
6
0
年
、

喪
失
の
半
分
は
歯
周
病

が
原
因
」
と
友
達
か
ら

聞
き
、
急
に
歯
ぐ
き
か

ら
の
豈

や
r

裂

に
な
り
ま
し
た
。

「
私
の
歯
は
恥
と
何

年
…
…
?
」

保
健
所
の
歯
周
訶
予

防
教
室
を
知
り
、
早
速
電
話
で
予
約
。
A

さ
ん
は
、
教
室
に
通
っ
て
、
歯
周
病

の
知
識
を
深
め
、
自
分
に
あ
っ
た
正
し

い
歯
磨
き
の
仕
方
を
体
得
し
ま
し
た
。

以
前
の
A
さ
ん
の
歯
磨
き
時
間
は
1
分

く
ら
い
。
教
室
終
了
後
は
、
テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら
1
5分
か
け
て
、て
い
ね
い
に

磨
き
、
今
ま
で
に
な
い
そ
う
快
感
を
H
I

々
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
糸
・
w
o

や
歯
閠
ブ
ラ
シ
も

併
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

気
に
な
っ
て
い
た
出
血
や
腫
れ
が
な
く

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

厚
生
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
毎
日
歯
磨
き
を
し
て
い
ま
す

が
、
8
割
以
上
の
人
に
歯
周
病
の
屁
状

が
み
ら
れ
ま
す
。
中
に
は
、
手
術
や
抜

搬
の
心
要
な
人
も
い
李
y
が
、
多
く
は

歯
石
の
除
去
や
適
切
な
歯
磨
き
で
治
り

ま
す
。
し
か
し
、
忙
し
い
現
代
、
時
間

を
か
け
て
上
手
に
磨
く
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
一
度
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
院
で
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛

生
士
に
歯
磨
き
の
相
談

を
し
て
み
奔
し
ょ
う
。

ま
た
、
保
健
所
の
歯
周

病
予
防
教
室
も
お
勦
め
し
穿
T
。

「
歯
周
病
」
予
防
は
、
歯
垢
を
取
り

除
く
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。
自
分
に

あ
っ
た
曲
磨
き
方
法
を
マ
ス
タ
ー
す
る

こ
と
、
毎
日
実
践
す
る
こ
と
が
『
健
康

な
歯
と
歯
ぐ
き
』
へ
の
近
道
で
す
。

A
保
健
相
談
所
・
歯
科
衛
生
士
V
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いろ
ん な遊びに チャレン

ジ!
児童館は、子どもたちが楽しく遊
べる施設です。そして、地域の人々
が子どもの活動を見守り、子育てし
ながら交流し、支え合う場でもあり
ます。現在区内に児童館は住区セン
ターも含め47ヵ所。子どもたちの元
気な声が一日中、にぎやかに聞こえ
てきます。

元
気
に
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り

弘
道
住
区
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
祭
り

5
月
1
4
日
に
弘
遭
住
区
セ
ン
タ
ー
で

子
ど
も
祭
ひ

が
行
わ
れ
ま
し
た

た

く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
か

、
玉
入
れ
、
倫

ひ

物
輯
争
、
サ
ッ
カ
ー
の
P
K

合
戦
な

ど
、
い
ろ
い

う
な
観
岐
に
番
加
。
元
気

い
っ
ぱ
い
に
一
日
鶯

墫
ご
し
声
レ
た
。

『先生けん玉うまく
できないよ～』

よーいどん! 目指せ1零賞!

今
日
は
み
ん
な
で
パ
ン
作
り

千
住
児
童
館
「
あ
そ
ぼ
う
パ
ン
」

4
月
8

日
、
千
住
児
童
館
の
バ
ン
作

り
に
は
、
5
0
人
程
の
子
と
も
た
ち
が
参

加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
年
飴
は

幼
児
か
ら
中
・
高
校

生
ま
で

さ
ま

ざ

ま
。
こ
げ
t
パ
ン
、
ち
ょ
っ
と
生
晄
け

気
味
の
パ
ン
も
あ
Q
F

‥
'た
が
、
自
分

で
作
っ
た
パ
ン
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
進
っ

た
味
が
し
た
よ
う
で
す
。

▲
マ
ッ
チ
を
擦
る
の
も
、
火
を
便

う
の
も
初
め
て

少
し

ド
キ
ド
キ

で
き
あ
が
り
I

ち
ょ
っ
と
こ

げ
て
る
け
ど
お
い
し
い
よ

お母さんたちの

交流も

児童館で

児
童
館
で
は
、
午
咄
中
多
く
の
子
育

て
サ
ー
ク
ル
が
蓿
勵
し
て
い
搴
歹
。
江

廟
住
区
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
パ
ン
ダ
ク
ラ
ブ
」
り
t

の
一
つ
。

※
お
願
い

学
校
が
休
み
の
R
は

、
幼

児
の
利
用
は
、
ご
進
塚
く
だ
さ
い

ママと 雄に体
操したり、工作
したりとりても
楽しいよ

時
に
は
、
外
ヘ
ビ

ク
ニ
ヅ
ク
に
行
ク

て
い
像
す

創
造
力
を
発
揮
　工
作
教
室

工
作
教
黨
は
、
い
つ
も
子
ど
も
に
人

気
が
あ
り

ま
す
。
い
ろ
い
弓
な

材
料
を

傚
い
様
々
な
勧
を
作
っ
て
い
ま

す
。
工

作
は
創
戦
力
が
肝
心
。
孑
と

も
た
ち
の

兼
か
な
死
憇
に
は
驚
か
さ
れ
ま

す
。

の
こ

ぎ
り
で
木

を
切
る
の
も
初
め
て

上手に色を塗れるかなy

完
成
!
自
分
だ
け
の
T
シ
ャ

ツ
ち
ょ
っ
ぴ
り
自
慢
で
す

い
つ
も
の
児
童
館
も
楽
し
い
ョ

児
囂
屁
に
は
ボ
ー
ル
や
卓

球
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
マ
ッ
ト
な

ど
、
手
軽
に
遊
べ
る
遊
具
が

た
く
さ
ん
。
こ
れ
ら
の
道
具

を
哽
つ
て
子
ど
も
た
ち
は
、

自
由
な
死
絮
で
セ
び
s
農
鬨

し
て
い
ま
す
。
天

気
の
良
い

貝
は
、
子
ど
も
の
元

気
な
旻

が
広
塲
で
み
ら
れ
ま

す
。
ま

た
、
図
書
蚕
も
併
設

さ
れ
て

い
て
、
図
錐
や
児
量
一

、
マ

ン
ガ
ま
で
I

い
て
あ
り
、
腮

一

に
は
最
適
で
す
。
い
つ
で

も
、
児
童
郷
は
子
片
石

た
ち

の
好
奇
心
や
遊
び
心
を
蕣
た

し
て
く
れ
ま
す
。

餓かしい「めんこ」 甘とはル一一ルが
少し麌わりてきました

さ
あ
夏
休
み

プ
ー
ル
へ
行
こ
う

夏
休
み
期
闇
中
、忿
菱
の
と
お
り
学

校
プ
ー
ル
を
一
般
開
界
&
チ
。
一
い

夏
を
プ
ー
ル
で
思
う
存
分
お
楽
し
み

く

だ
さ
い
。
問
先
1

千
住
本
庁
合
・
体
胃

臓

霓
1
2
T
1
1
1

㈹

学校プール利用案内

憲ノ棡 笋校3 年 生 以 下 は 保農 者( 高 校生 以上) の 同 伴 か 感 萋 で す

児童館・住区センター　夏休みの行事

● < う しく は蕾 髯重 薯・住 霆セン ター に砌回し丶e㎝ く だ岩むゝ● 四- ず、 佩● 魯舞俸 で● 如してく ださい

児童館についてのお問い合わせは

住区艢 濡 厂E … … ;…… = 。
3880- 5181 こ厂 。:

または 地蛾洒勤推蔘枦当課 一
3810- 5199 へ' し

い ずれも 。X 。・・, 14 セ ず

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て

住
区
セ
ン
タ
ー
児
童
部

住
区
セ
ン
タ
ー
児
罵
那
は
'
*
*

の

方
々
が
子
ど
も
た
ち
の
矚
や
か
な
成
長

を
顧
っ
て
、
自
幸
葯
に
行
事
を
企
里
・

還
搬
r
)て
い
ま

す
。早
6

た
ち
が
大

好
さ
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
活
動
が
で
輿
る

ん
で
罵

そ
の
他
に
、

近
所
の
協
力
が
。
(喪
砥

力
に
な
っ
て
い

奪
!

と
駟
す
の
は
弘
濛
民
区
セ
ン
タ

ー
児
章
畷
長
の
榲
庠
勲
さ
ん
。
大
き
な

声
で
行
事
を
リ
ー
ド
す
る
黶
は
印
象
的

で
し
た
。
璢

囂
郎
の
メ
ン
バ
1
は

岔
フ

リ
ー
マ
ン
が
ほ
と
ん
ど

。
番
段
の
日
は

ど
う
し
て
も

、
近
所
付
彙
呑
い
が
希
薄

に
な
り
が
ち
で
す

。
そ
こ
で

、
自
分
の

空
い
て
い
る
日
に
地
域
活
I
に
参
加
し

よ
う
と
い
う
の
が
。き
っ
か
け
。
『遍
で

子
ど
も
た
ち
に
僉
冫
y
』声
を
か
け
て
ぐ

れ
る
の
が
う
れ
し
い
丶

「
近
所
の
万
と

の
付
雲
台
い
が
広
が
っ
た
」
な
ご
路
掌

蓿
励
か
ら

侮
た
も
の
は
大
き
い
よ
う
で

す

。

表1　実施機関別請求件数および処理状況

表2　 請求者の内訳

表3　 個人情報に係る業務の登録等の状況( 平成6 年度)

● 区 で は 。 母 人 愉 報 を 取り 扱う 業 務 の 登 録 をし て い ま す。

お 知 ら せし ま す

平成6 年 度公文書公開・
個 人 情 報 保 護 制 度

実 施 状 況
昭和61年5 月に施行された公文書公開も 、今年で10

年目を迎えまし た。また、昨年4 月からはプライパシ

一の保護と、自分の情報をコントロ ールする権利を保

障した個人情報保康制度か実 施されました。この制度

が公正に遍営されているかどうかを知ら せるために、

奪旆状況を公甚し ます。

表4　 コンピ ュータによる
個人情報の主な処理事項

l l民基本耄蝶( 注所・世● 主氏8- 儺人馬8 ・生茸月
日・輙l 先・友・ 一筆嘖慴等) ・Fi t 11皿

隹民跼( 舉麌驤 四 苦瞿銜得麟 毒-
一 一 一 一

謳瑣6 萼)。四 回t ( 潤椹贍・・● 妛・- 料・
恫7丶- 扇目・四 等) /・ 民年金{ 員框竃
爨 鹽失 ㎜ 戡紂簑灘零} / 鳬椢Å

豐糶r 蘿● ・宸靂裏目・在宦輿裾圃葹嘱目・出4 ● ・
本鬮- 零冫ぶ弯診 奮の。ミ 皿 轜・喪失・- -

一 一 一 一

皿 〔輿諾璢擲・喪失・支魍駈皿 〕/聹書巻@ 手当支m=E
・ ● / 聚胄皿! ( 倔胄・ 緊

・入■ 讎 ヨ布) / 魘齒 一生動 字銘 ・劈 旬/ 瓏
團占用● 件爨飄属§ / 生酒保● の狹皿 属目 一圃
飴 繼止韋月日/ ひとり皿E 難/ 汕

霍讎攜11盒2 忿罰 ● / 生皇貪111黻! j・・

表5　 自己情報の開示等の請求状況( 平成6 年度)

葺 暦i F ・ 朔 歐 ・ 中1t に つ いTt t S り まt j l

● T ・ ・S て 件 ● 4 件( 釐 龝 璽 艮 龠)

公
文
書
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

千
住
本
庁
舎
・
桐
報
公
開
課
　
(
3
1
8
2
)
1
1
1
1
㈹

中
央
本
町
庁
舎
・
情
報
公
開
課
　
(
3
8
8
0
)
5
0
0
1
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
肴
手
一

体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。
陣
害
「
視
覚
、
聴
覚
、
平
衡

機
能
、音
声
、
言
語
、そ
し
ゃ
く
機
能
、

歌
体
不
自
由
、
心
臓
、
じ
ん
臘
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
y
」う
、
直
腸
。
小
腸
機
能
)

の
程
度
に
よ
り
、1
1
6
級
の
等
級
が

あ
り
ま
す
。
手
帳
の
交
付
に
必
要
な
診

断
S
(
各
福
祉
事
務
所
に
あ
ひ
ま
す
)

の
費
用
の
う
ち
、
一
部
(
内
部
障
害
は
3

千
円
、
そ
の
他
の
陣
害
は
2
千
円
が

限
度
)
を
区
が
補
助
し
嫐
T
。
な
お
、

手
帳
取
得
後
は
、
補
装
具
、日
常
生
活

用
具
な
ど
の
給
付
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

申
・
問
先
―
管
轄
の
福

祉
事
務
所
(
表
1
)

□
變
の
手
帳

知
的
障
害
者
(
児
)
の
方
が
各
種
の
援

護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
帳
で

す
。障
害
の
程
厦
で
I
～
t
度
の
等
級

が
あ
り
李
す
。

申
・
問
先
―
▽
1
8歳

嘔
エ
の
方
・・・
都
・
心
身
陣
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
a
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8歳
未
満
の
方
…
都
・
足
立
児
童
相

鮫
所
　
(
3
8
5
4
T
I
8
1

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
の
方
は

必
ず
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
/
氏

名
が
変
わ
っ
た
と
き
/
死
亡
し
た
と
き
/

手
帳
を
紛
失
・
破
拱
し
た
と
き

問

先
=
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
表
―
)

表1　 福祉事務所一覧

育
児
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

経
験
豊
か
な
保
母
が
青
児
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
子
育
て
を
楽

し
め
る
よ
う
に
、
気
軽
に
」ヽ相
談
く
だ

さ
い
(
秘
き
厳
守
)
。

実
施
保
育
園
・

相
談
日
0
▽
興
野
保
育
園
(
西
釿
井
本

町
4
1
1
9
-
2
3
T
毎
週
月
・
木
一
日
　
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
観
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
1
6
)

・・・
毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
-
S
)

・・・
毎
週
火
・
土
曜
日

(
3
9
1
1
)
0
9
7
7
相
談
方
法

―
一
話
お
よ
び
面
接
時
間―
い
ず
れ

も
午
前
9
時～
午
後
5
時
間
先
一
千

住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
佩

心
身
障
害
者
(児
)
の

巡
回
相
談
(予
約
制
)

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

専
門
の
医
師
に
よ
る
巡
回
相
談
を
行
い

ま
す
。
補
装
具
、
日
常
埀
瑁
具
な
ど

の
相
談
は
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
日
時
=
9
月
1
3
日
(
水
)
、
午
後

1
時～
3
時
場
所―
竹
の
褫
障
害
福

祉
館

定
員
a
囘
人

東
車
で
の
来
場

は
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

申

込
=
電
話
吏
ほ
直
接
窓
口
(
予
約
制
)

受
付
期
間
=
8
月
1
日
～
1
5日

申
・

問
先
―
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

申
請
は
お
済
み
で
す
か

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
育
成
手
当
(障
害
手
当
)

□
特
別
児
童
扶
贅
手
当

対
象
=
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
(

愛
の
吏
横
1
1
3

麦

ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
―
～
3

級
程

度
)

を
も
つ
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

※
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん

▽
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る

▽
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る

▽

児
童
が
障
害
を
理
由
と
歹
る
公
的
年
金

の
受
給
資
格
者
で

あ
る

手
当
額
I

▽
S

度
・・一
月
額
5
万
3
5
0円

▽
中
度
・・・
月

額
3

万
3

千
5
3
0円

□
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
霞
-
2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方

▽
知
的
障
害
で

愛
の
手
帳
1
A

度

▽
身
体
障
害
で

身
体
陣
害
者
手
帳
1
・
2
級

▽
脳
性

ま
ひ
ま
た
は
進
行
性
筋
い
縮
症

※
所

耨
制
限
が
あ
ひ
ま
す

手
当
額
=
月
額
1

万
5
千
円

※
所
得
基
準
な
ど
く
わ

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成

係

「(乳)医療証」
「(親)医療証」をお持ちの方

都 外で受 診する 場合 は
ご 注 意く だ さ い

『
砂
医
療
証
』
・
i
医
療
証
」
は
、
都
外

の
医
療
機
関
で
は
使
え
ま
せ
ん
。
旅
行
な
ど
で

都
外
の
鍔
院
で
受
診
し
た
り
、
か
か
ひ
付
け
の

病
院
が
都
外
の
場
合
、
窓
口
で
自
己
負
担
分
を

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
自
己
負
担
分
を
還

付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
領
収
一
(
受
診
者
名
/
保

険
点
数
/
保
険
対
象
金
額
/
診
療
年
月
日
/
医

療
機
関
名
の
記
職
の
あ
る
も
の
)
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
分
の
還
付
に
は
、
①
領

収
書
②
印
か
ん
③
申
請
者
名
義
の
口
座
(
郵
便

局
以
外
)
④
健
康
保
険
証
⑤
@
医
療
証
(
ま
た
は
@

医
療
証
)
を
育
虞
課
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
な
お
、
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
は
変
更

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

贏
苣
療
証
の
現

況
届
の
提
出
期
限
は
7
月
3
1日
で
す
。
未
提
出

の
方
は
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い

問
先
1
千

住
本
庁
舎
・
児
囂
医
療
佩

高
齢
者
住
宅
改
造
費
助
成
・

日
常
生
活
用
具
等
給
付
事
業

□
高
齢
者
住
宅
改
造
S
助
成

身
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
で
、
日
常

生
活
釁
ぶ
り
過
ご
し
や
す
く
す
る
た
め

住
宅
を
改
造
す
る
方
に
改
造
費
の
助
成

を
し
て
い
ま
す
。

対
一
1
6
5
綫
以
上

で
、
日
常
生
活
で
常
時
注
意
を
要
す
る

状
態
に
あ
る
方

種
目
=
浴
室
/
玄
関

等
/
台
所
/
ト
イ
レ
/
居
室

□
高
齢
者
日
常
生
活
用
具

6
5歳
以
上
の
穫
た
き
り
や
、
ひ
と
り

一
ら
し
等
の
高
齢
者
に
、
日
常
生
活
用

具
の
給
付
ま
た
は
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

対
象
=
6
5歳
以
上
の
穫
た

き
り
や
、
ひ
と
り
S
ら
し
等
の
高
齢
者

品
目
=
特
殊
穫
台
/
マ
ッ
ト
レ
ス
/
腰

掛
便
座
/
エ
ア
ー
パ
ッ
ド
/
一
磁
調
理

器
/
特
殊
尿
器
/
自
励
消
火
装
置
/
火

災
警
報
器
/
入
浴
担
架
/
体
位
変
換
器
/

ち
ほ
う
性
高
齢
者
徘
徊
(
は
い
か
い
)

感
知
機
器
/
車
い
す
/
歩
行
器
/
ガ
ス

安
全
シ
ス
テ
ム
/
入
浴
補
助
用
具
/
難

燃
性
穫
具
/
洗
髪
器
/
空
気
清
浄
器
/

ベ
ッ
ド
用
テ
ー
ブ
ル
/
介
霞
用
リ
フ
ト
/

移
動
用
バ
ー
/
歩
行
支
援
用
具
/
安

全
杖
/
ス
ロ
ー
プ

―
―
い
ず
れ
も
―
―

※
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
費
用
負
担
が

あ
り
ま
す

申
・
問
先
―
管
轄
の
福
祉

事
務
所
(
表
―
)

傷
病
賜
金
の
支
給
要
件
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た

対
象
―
下
士
官
以
下
の
旧
軍
人
で
、
公

務
に
よ
り
受
価
し
、
そ
の
陣
害
の
程
度

が
第
一
目
症
ま
た
は
第
二
目
症
の
方

柬
今
ま
で
に
傷
鍔
恩
給
や
傷
病
賜
金
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん

支
給
額
(
一
時
金
T

▽
第
一

目
症
の
方
・
:
4万
8
千
円

▽
第
二
目

定
の
方
・・・
3
万
2
千
円

受
付
1
千
住

本
庁
舎
・
民
生
佩

問
先
―
総
務
庁
恩

給
局
第
一
課

(
5
2
7
3
)
1
3
3
0

都
・
援
護
福
祉
課

(
5
3
2
0
)
4
0
7
《χ
W

千
住
本
庁
舍
・
民
生
佩

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
方
へ

修
学
資
金
借
受
者
を
募
集
し
ま
す

対
象
―
理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、

介
護
福
祉
士
の
養
成
学
校
に
在
学

し
、卒
業
後
、区
内
の
福
祉
施
設
な
ど

で
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
従
一
す
る
意

思
を
有
す
る
方
(
3
年
以
上
従
事
す

れ
J
跛

済
免
除
)
。た
だ
し
、同
屋
の

資
金
を
借
り
て
い
な
い
方

責
付
限

度
I
1
年
額
3
6万
円
(
無
利
子
)

貸

付
期
間
―
養
成
学
校
の
正
規
の
修
学

期
間

募
集
人
a
l
l
人
(
抽
選
)

申
込
―
直
接
窓
口

期
間
1
7
月
2
6

日
～
8
月
2
1日

申
・
間
先
1
千
住

本
庁
舎
・
高
齢
社
会
対
策
課
推
進
佩

酋
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉
が

遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
―
毎
週
月
卜
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
―

一
話

場
・
申
・
間
先
―
教
育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室
a
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

酋
(
3
8
5
6
T
7
3
5

□
一
晒
相
談

日
時
I
毎
週
月
L
金
曜
日
(
祝
日
奮
瞞

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分
申

先
1
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

掲
示
板

□
同
和
対
策
一
業
「製
靴
技
能
講
座
・

底
付
コ
ー
ス
」
受
講
者
募
集
日
時
1

9
月
2
5
・
2
6
・
"
一
・
`
一
日
、
m
一
月
2
・

3
・
5
・
6
・
9
・
1
2
日
、
い
ず
れ
も

午
後
6
時～
9
時
1
0
分
定
=
s
人
s

用
―
無
料

申
込
1
9

月
4
・
5
日
、

午
前
9

時
～

午
後
7

時
、
直
接
窓
口
ま

た
は
電
話

申
・
問
先
―
足
立
高
等
職

業
技
術
専
門
校
台
東
分
校
(

台
東
区
橋

場
1
1
1
-
6

産
業
労
働
会
館
内
)
a
(
3
8
7
6
)
2
9
6
1

□
パ
ソ
コ
ン
教
室
日
時
1
8
月
7
日

～
1
1
日
、
午
前
9
時～
正
午
内
容
I

ワ
ー
プ
ロ
、衷
計
算
(
初
心
者
対
象
)

定
s
1
3
0
人
(
抽
選
)
費
用
―
無
料

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に
住
所

、
氏
名

、

電
話
番
号

「
公
開
講
座
参
加
希
輿

」
と

明
記
(

返
信
用
(

ガ
キ
に
も
住
所
、
氏

名
を
記
入
)

期
限
1
7

月
3
0
日
必
着

場
・
申
・
問
先
a

都
立
足
立
東
高
等
学

校

〒
闊
大
谷
田
2
1
3
-
5

(
3
6
2
0
)
5
9
9
1

□
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校
・

1
0月
入
校
生
募
一

募
集
科
目
―
▽
昼

間
部
・・・
ビ
ジ
ネ
ス
経
理
科
、
ト
レ
ー
ス

科
▽
夜
間
部
・・・
自
励
車
整
蠏
科
、
一

気

工
亊
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
経
理
科
、
ト
レ
ー

ス
科

対
象
=
昼
間
部
ビ
ジ
ネ
ス
経
理

科
の
み
お
お
む
ね
5
0
歳
以
上
の
方
、
他

は
ど
な
た
で
も

馴
練
期
間
1
6

ヵ
月

定
員
I

各
科
3
0
人

募
集
期
聞
1
7

月
1
3

日
～
8

月
2
1
日

間
先
―
都
立
足
立

高
等
職
業
技
術
専
門
校

(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

□
東
京
武
灘
館
一
中
げ
い
こ
日
時
=

7
月
2
9日
～
8
月
4
日
、
午
後
5
時
～
8

時
1
5分
(
種
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)

種
目
I
剣
道
、
柔
道
、
弓
道
、
な
ぎ
な

た

対
一
―
小
学
生
以
上
(
弓
遭
は
経

験
者
)
S

用
―
▽
小
・
中
学
生
・
:―

回
図
円
▽
高
校
生
相
当
以
上
・
:―
回
釼

円

場
・
問
先
―
東
京
武
道
館

5
6
9
7
)
2
1
1
1

□
都
庁
移
転
5
周
年
記
念
新
宿
新
都
心

3
千
人
歩
行
ラ
リ
ー

日
時
1
1
0月
1

日
(
日
)
、
午
前
8
時
受
付

鳩
所
―
都

民
広
場

対
象
―
都
内
在
住
・
在
助
・

在
学
者
お
よ
び
そ
の
家
族
・
友
人
な
ど

で
「
ペ
ア
」
参
加
で
き
る
方
、
車
い
す

コ
ー
ス
も
あ
り

申
込
―
往
復
(
ガ
キ

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
と
ペ
ア
の
方
の
氏
名
を
記
入
(
車
い

す
コ
ー
ス
に
参
加
希
望
の
方
は
そ
の
旨

を
明
記
)

期
限
1
8
月
2
0日
必
一

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え

連
絡
し
ま
す

申
・
問
先
I
都
・
福
利

庠
生
事
業
団
内
3
千
人
歩
行
ラ
リ
ー
大

会
事
務
局

〒
1
6
3
1
0
9
(
住
所
不
要
)

酋
(
5
3
8
1
)
9
2
2
5

□
第
1
回
禄
柬
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大

会
日
時
=
m
一
月
1
日
(
日
)
場
所
9

江
戸
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
種
目

―
親
子
の
部
「
2
」
″
)
、
小
・
中
学
生
男

・
女
(
2
$
)
'
一
般
男
・
女
(
S
S
)
、

一
般
男
・
女
(
t
…
一
り
)
申
込
期
限
-

8
月
1
8日
必
着

※
申
込
s
の
躋
求
等

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
=
第
9
回
墨
東
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ

ン
大
会
事
務
局

(
3
5
4
3
)
5
1
5
1

□ 7月の防災キャンペーンテーマ「水の事故から尊い命を守ろう」、「花火による事故を防ごう」べ東京消防庁
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国

保

保
険
料
納
入
通
知
書
を発

送
し
ま
し
た

平
成
7
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
決

定
納
入
通
知
書
と
、
7
月～
9
月
分
納

付
s
お
よ
び
一
括
払
込
用
(
全
納
用
)

納
付
s
を
、
7
月
2
1日
に
郵
送
し
ま
し

た
。
保
険
料
頷
は
、
平
成
7
年
度
の
住

民
税
額
に
基
づ
い
て
計
算
し
て
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
平
成
7
年
度
の
住
民
税

が
確
定
し
て
い
な
い
方
(
申
告
が
遅
れ

て
い
る
場
合
な
ど
)
は
、
平
成
6
年
度

の
住
民
税
狽
を
基
に
し
て
計
算
し
て
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
に
は
、
今
年

厦
住
民
税
が
確
定
し
た
時
点
で
、
正
し

い
保
険
料
に
変
更
し
た
納
入
通
知
S
を

お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
税
の
申
告
が

済
ん
で
い
な
い
方
は
、
至
急
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
国
民
健
康
保
険
料
の
納
期

限
は
毎
月
末
日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
零
y
。
便
利
な
口
座

振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
―

中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

該
当
す
る
方
は

お

忘

れ

な

く

出
産
育
児
一
時
金

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
出
産
し
た
と
き
は
、
出
生
児
一
人
に

つ
き
、
出
産
育
児
一
時
金
3
0万
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
妊
娠
4
ヵ
月
(
8
5日
)

以
上
で
あ
れ
ば
、
流
産
・
死
産
(
人
工

中
絶
も
含
む
)
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

出
産
者
本
人
が
、
他
の
医
療
保
険
か
ら

受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
(
1
年

以
上
の
加
入
で
退
職
6
ヵ
月
以
内
の
出

産
)
は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
平
成
6
年
9
月
末

日
ま
で
の
出
産
に
つ
い
て
は
、
助
産
費
2
4

万
円
、
育
児
手
当
金
2
千
円
が
支
給

に
な
り
ま
す
。

申
込
=
国
民
健
康
保

険
証
・
母
子
手
帳
・
世
帯
主
の
印
か
ん

・
世
帯
主
名
義
の
口
座
(
郵
便
局
以
外
)

・
流
産
、
死
産
の
と
き
は
、
そ
の
証
明

窓
を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
I
中
央

冰
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

年

金

み
ん
な
に
基
礎
年
金

年
金
未
加
入
の
方

国
民
年
金
加
入
手
続
き
を

国
民
年
金
は
、
老
後
を
は
じ
め
、
陣

害
者
や
母
子
世
帯
に
な
っ
た
と
き
の
生

活
の
安
定
を
図
る
た
め
の
所
慱
保
障
の

制
厦
で
す
。
次
に
該
当
す
る
万
は
。一

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
加
入
手
続
孝
を
し
て
い
な

い
方
は
、
国
民
年
金
課
ま
た
は
区
民
事

務
所
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽

日
本
国
内
に
住
む
学
生
や
自
営
業
者
と

そ
の
配
偶
者
な
ど
で
、
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
未
加
入
の
2
0歳
以
上
6
0歳
未

満
の
方

▽
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の

加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で

迴
苡
上
6
0歳
未
満
の
方

※
海
外
に

住
ん
で
い
る
日
本
人
の
方
は
、
希
望
に

よ
り
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す

問

先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
ど
う
し
て
も

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。
印
か
ん
・
年
金
手

帳
ま
た
は
納
付
S
を
持
参
し
、
S
民
年

金
課
、
区
民
一
務
所
で
申
碕
し
て
く
だ

さ
い
。
学
生
の
方
で
免
除
を
希
望
す
る

場
合
は
、
必
要
S
類
が
違
い
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
―

中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

お忘れなく
8 月は老齢福祉年金の
定時届の提出時期です

老齢福祉年金本人および配偶者、扶養義務者の所得制限限度額

●上記の所得金額を超えると全額支給停止となります

8
月
は
、
老
齢
福
祉
年
金
(
緑
色
の
'

手
帳
で
、
直
接
郵
便
局
の
窓
口
で
受
け

取
る
年
金
)
の
定
時
届
の
提
出
月
で
す
。

こ
れ
は
、
8
月
か
ら
翌
年
の
γ
月
ま
で

の
1
年
間
、
老
齢
福
祉
年
金
を
引
き
続

き
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
決
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。
該
当
す

る
方
に
は
通
知
し
ま
す
の
で
、
届
き
ま

し
た
ら
、
8
月
の
年
金
(
8
月
1
1日
か

ら
支
払
い
)
を
受
領
後
す
ぐ
に
、
国
民

年
金
証
書
と
定
時
届
を
国
民
年
金
課
に

ご
返
送
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
。
本
人
お
よ

び
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
所
粤
制
限

限
度
額
が
、
8
月
か
ら
右
表
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

間
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

8

月

の

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
8
月
2
日
(
水
)
、
午
前
m
一
時～

午
後
3

時
3
0
分

場
所
―
中
央
本
町
庁

舎
2

階
・
国
民
年
金
課
前

間
先
=

中

央
本
町
庁
舎
・
推
進
佩

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

国民年金・厚生年金受給者の皆さんへ

住居表示実施に伴
う届け出について

7
月
2
4日
か
ら
住
居
表
示
が
実
施
さ

れ
た
古
千
谷
・
舎
人
地
区
に
お
住
ま
い

の
方
で
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給

者
の
方
は
、
社
会
保
険
庁
に
住
居
表
示

が
変
わ
っ
た
こ
と
の
連
絡
が
必
要
と
な

ひ
ま
す
。
(
他
の
年
金
受
給
者
の
方
は
、

管
轄
す
る
年
金
の
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
)

届
け
出
に
は
、
年
金
受
給
者
の
「
住
所

変
更
届
(

ガ
キ
(
住
居
表
示
専
用
)
」
が
、

・一・
民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
、
社
会
保

険
一

務
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
―
中
央
本

町
庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

生
活
環
境

古
千
谷
・
舎
人
地
区
の
一
部
で

住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

7
月
2
4日
か
ら
次
の
地
区
で
住
居
表

示
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
地
区
の

皆
さ
ん
は
、
新
し
い
住
所
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

□
実
施
地
区

▽
古
千
谷
本
町
丁

二
・
三
・
四
丁
目

▽
舎
人
二
こ
二丁
目

圈
住
居
表
示
変
更
証
明
一
の
発
行

実
施
地
区
で
登
録
・
登
記
や
自
動
車

の
車
検
、
各
種
免
許
証
の
住
所
変
更
の

手
続
き
の
た
め
、「
住
居
表
示
変
更
証
明
s

」が
必
要
な
方
は
、住
居
表
示
担
当
ま

た
は
各
区
民
事
務
所
で
無
料
で
発
行
し

ま
す
。な
お
、登
記
申
講一
は
、
住
居
表

示
担
当
、
舎
人
区
民
事
務
所
、
法
務
局

城
北
出
張
所
の
各
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ヽ
」利
用
く
だ
さ
い
。

□
運
転
免
許
証
の
住
所
の
一
き
換
え
　

西
新
井
警
察
一
が
出
張
受
付
を
し
ま

す
。
日
時
1
7
月
3
0
日
、
8
月
6
日
、

い
ず
れ
も
午
前
9
時～
午
後
4
時
場

所
―
舎
人
セ
ン
タ
ー

※
免
畔
証
、
住

居
番
号
通
知
一
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

・
家
屋
等
を
新
築
さ
れ
る
方
へ

住
居
表
示
実
施
後
に
家
屋
等
を
新
築

さ
れ
る
方
は
、
住
所
を
決
め
る
た
め
に

「
新
築
(
新
設
)
届
」
が
必
要
で
す
。
建

築
確
記
書
一
式
を
持
か
の
う
瓦
、
住
居

表
示
担
当
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

□
今
回
実
施
地
区
の
住
居
表
示
案
内
図

お
よ
び
住
居
表
示
(
旧
新
・
新
旧
)
対

照
表
を
有
僕
で
販
売
し
ま
す
。

場
所
1
千
住
本
庁
舎
・
情
報
公
開
課
、

中
央
冰
町
庁
舎
・
情
報
公
間
課
分
室

―
―
い
ず
れ
も―
―

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担

当

霓
3
8
8
0
)
5
0
3
1

高
齢
者
の
皆
さ
ん

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い

ヒ
ケ
ツ
は
明
る
く
目
立
つ

色
の
服
装
で
す

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
都
内
で
は
、
昨
年
1
年
間

で
9
5
大
も
の
方
々
が
交
通
事
故
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
`
'
人
の
方

が
歩
行
中
に
事
故
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
の
ほ
y
兀
ど
が
、
灰
色
や

茶
色
な
ど
の
目
立
た
な
い
服
装
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
交
通
事
故
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

視
界
に
入
り
や
す
い
明
る
い
色
の
服
装

夸
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
今
日
の
外
出
か

ら
ぜ
ひ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
交
通
安
全
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
9

各
一
察
齧
・
交
通
課
千
住
一
察
一
s

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
響
察
署

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綬
瀬
一
察
一

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

納
税
の
ご
相
談
は
お
早
め
に

平
成
7
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民

税
第
1
期
分
と
鰹
自
助
車
税
の
納
期

限
が
過
ぎ
奔
レ
た
。
納
期
限
が
過
ぎ

る
と
高
率
の
延
滞
金
(
年
率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、理

由
な
く
納
付
さ
れ
な
い
と
き
に
は
差

し
押
さ
え
等
の
処
分
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
事
情
が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い

場
合
や
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
納
税
第
一
・
第
二
佩
　

(
3
8
8
0
)
5
0
9
゛
W

ち
ょ
っ
と
の
つ
も
り
が
迷
惑
に
!

夏
休
み
に
多
く
な
る
放
置
自
転
車

区
で
は
、
駅
周
辺
3
0
0
S以内
を
自

転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
て
い

ま
す
。
蒙
止
区
域
に
放
置
さ
れ
た
自

転
車
は
、
撒
去
し
て
駅
ご
と
の
自
転

車
移
送
所
に
運
び
保
管
し
ま
す
。
学

校
な
ど
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
特
に

学
生
・
生
徒
の
自
転
車
放
置
が
目
立

ち
ま
す
。「
う
っ
か
ひ
放
置
で
、
撤
去

料
を
支
払
う
」
と
い
う
こ
と
の
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

引
き
取
り
の
際
に
は
撤
去
料
と
し

て
2
千
円
を
徴
収
し
ま
す
。
ま
た
、

撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
撤
去

自
転
車
の
中
に
は
盗
難
車
も
多
く
あ

り
ま
す
が
、
名
前
を
S
い
て
い
な
い

た
め
持
ち
至
に
戻
ら
な
い
自
転
車
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
防
犯
登
録
を

す
る
と
と
も
に
、
住
所
と
名
前
を
I

い
て
鍵
を
二
重
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

問
先
I
中
央
本
町
庁
舎
・
自

転
車
係
　
3
8
8
0
)
5
2
3
0

8
月

道
路
を
守
る
月
間

安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

区
で
は
、
都
市
計
画
道
路
事
業
な
ど

道
路
の
新
設
を
進
め
る
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
に
身
近
な
生
活
遭
路
の
一
一
の
安

全
性
・
快
適
性
の
向
上
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。
日
よ
け
・
看
板
の
突
き
出
し
、

自
転
車
や
バ
イ
ク
の
放
置
、
迷
惑
駐
車

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、

切
り
下
げ
を
し
て
い
な
い
歩
遭
へ
の
車

の
乗
ひ
入
れ
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
街
路

樹
の
無
断
撤
去
な
ど
、
一
部
り
心
な
い

人
た
ち
の
た
め
に
、
せ
っ
か
く
の
道
路

の
機
能
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要
で
す
　

日
よ
け
や
突
き
出
し
看
板
、
建
築
等

の
と
き
の
足
場
な
ど
の
設
置
に
は
、道

略
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要
で
す
。通

行
の
支
障
に
な
ら
ず
、
一
定
の
基
準
に

合
つ
た
も
の
に
限
り
、
区
や
警
察
の
許

可
を
受
け
て
占
用
(
使
用
)
す
る
こ
と
が

で
膏
汞
す
。

□
自
S
工
事
承
紹
が
必
要
で
す

畦
車
場
な
ど
に
乗
り
入
れ

る
際
の
L
型
溝
、
歩
道
の
切

り
下
げ
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

撤
去
等
に
つ
い
て
は
、
必
ず

亊
前
に
相
談
し
、
許
可
・
承

認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

道
路
占
用
許
可
申
請
一

、
自
費
工
事

施
行
承
認
申
請
書
用
紙
は
、
区
遭
路
管

理
課
占
用
佩
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
道
路
管
理
課

(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

各
響
察
一
・
交
通
課

千
住
一
粲
一
　
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
一
粲
署

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
蕃
察
一

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

□ 日曜柔道整復施術実施』矗所は足立区柔道接骨師会加入の接骨院でご覧ください03880―6958
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第
1
7回

足
立
の
花
火
大
会

日
時
-
7
月
2
7日
(
木
)
、
午
後
7

時
1
5分
I
8
時
4
5分
(
打
上
関
始
7

時
3
0分
)

※
荒
天
の
場
合
は
2
8

日
に
順
延

場
所
―
荒
川
河
川

敷
(
千
住
新
橋
1
西
新
井
樹
間
)

問
先
-
観
光
協
会
事
務
局
(
中
央

本
町
庁
舎
・
産
業
振
興
課
内
)
　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

第
4
回

都
民
ゴ
ル
フ
場
の

区
民
開
放
　参
加
者
募
集

都
民
ゴ
ル
フ
場
は
、
荒
川
の
河
川
敷

に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
、
区
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
奔
し
た
。
ゴ
ル

フ
奮
一
じ
て
荒
川
に
親
し
9
」
と
、
ク

リ
ー
ン
荒
川
還
励
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、今
年
も
引
き
続
き
、都
民
ゴ

ル
フ
場
を
低
料
金
で
閧
放
し
ま
す
。

開
放
日
―
怕
一
月
1
4
B
(
土
)
、I
ラ
ウ
ン

ド
セ
ル
フ
カ
ー
ト
プ
レ
ー
場
所
I
都

民
ゴ
ル
フ
協
(
新
田
一
丁
目
地
先
荒
川

右
岸
河
川
敷
)
・
・
・
1
8
ホ
ー
ル
、パ
ー
6
5

対
象
―
区
内
在
住
・
在
助
で
、
ク
リ
ー

ン
荒
川
場
動
に
賛
同
し
、プ
レ
ー
中
に

河
川
敷
の
自
主
灣
掃
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
定
員
-
喞
人
(
抽
選
)
費
用
1

7
千
7
0
0円

※
当
日
現
地
で
支
払

。
昼

食
代
、ロ
ッ
カ
ー
費
は
舎
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
申
込
-
(
ガ
キ
に
参
加
者
全
員

(
L
枚
で
4

人
ま
で
可
)
の
住
所
、氏
名

、

年
齢

、
電
話
番
号
、
代
表
者
名
を
明
記

※
(

ガ
キ
以
外
の
申
し
込
み

、
参
加
者

全
貝
の
記
載
が
な
い
も
の

、
i

人
以
上

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は

、
す
べ
て

無

効

期
限
-
8

月
9

日
必
着

公
開
抽

選
日
-
8

月
1
7
日
(
木
)
、
午
前
1
0
時
か

ら
中
央
本
町
庁
舎
3

階
3
0
3会
議
室

※
抽
選
結
果
は
、
8
月
下
旬
に
申
込
者

(
代
衰
)
に
通
知
し
家
y
申
・
問
先
―

中
央
本
町
庁
合
・
道
路
管
理
課

〒
1
2
9

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

戦
没
者
・
原

爆
死
没
者
の
慰
霊

と

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

8
月
1
5
日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。
こ
の
日
は
、

戦
争
で
亡
ぐ
な
ら
れ
た
数
多
く
の
人
々

濫
倬
し
、
平
和
を
祈
l
y
」
と
を

ほ
的
に
、
毎
年
日
本
武
道
館
で
。
全
国

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
斈
y
。
今
年

も
そ
の
な
か
で
。
正
午
を
合
図
に
t
分

閊
の
黙
と
7
が
行
わ
れ
ま
す
。
区
民
の

皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
家
庭

な
ど
で
、
追
悼
と
平
和
祈
念
の
黙
な
つ

を
r
t
4

。

ま
た
、
広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、
毎

年
8
月
6
日
と
&
月
9
日
に
、
そ
れ
ぞ

れ
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
式
と
平
和
祈
念

式
を
行
っ
て
お
り
。
広
鳥
市
で
は
8
月
6

日
午
前
&
時
1
5分
、
長
崎
市
で
は
8

月
9
R
午
前
1
1時
1
分
に
、
平
和
の
艦

を
合
図
に
、
L
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
菁
市
で
は
、

今
年
も
平
和
を
祈
る
輪
を
全
国
各
地
に

広
げ
る
た
め
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時

刻
に
黙
と
う
を
捧
げ
ら
れ
る
去
磁
力

の
呼
び
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
区
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

A
総
務
課
V

情 報 コ ー ナ ー
世帯と人口( 7年7月1日現在) i
詛 韭 難

消費者センターの催し
夏 休 み 子 供 教 室
安全な食べ物探検
簡単な実験を行い、安全な屋舎

を作りながら、添加物について学
びます。日時=8月24日( 木) 、
午前1( 跨～乍後2時場所一エル
・ソフィア 対 象一区内在住の小
・中学生 ※ 小学3 年生までは保
護者同伴 定員- 40 人( 抽選) 申
込一往復ハガ キに住所、氏名( 同
伴者も) 、予年、電話番号を明記

暮らしっくスクール公開講 座

米の自給と規制緩和・
今、日本の農業は?

日時- 8月24日( 木) 、午後69S30
分～8時30分場所一エル・ソフ
ィア 対象一区内在住・rr・、の方
講師= 大崎正治氏( 国学院大学教
授) 定員- 30 人( 先着順) 申込
一電話

――いずれも――
費用一無 料 申・問先= 消費者セ
ンター 〒123梅田7- 33- 1
3880―5385

あだちまつり

A - Fe st a ' 95通信
協 賛 企 業 募 集 中

日程- 10 月14・15日( 予定) 場所
一荒川河川敷虹の広場、北千住駅
西口等
□ ステージ出演者募集
ステージ上でA ― を盛り

上げてくださる区民アマチュアグ
ループ 、個人の方を募 集し ます。
くわしくは、区民まつり委員会事
務局まで。
□ あだっちボール開催決定!
毎年、大好評の 「あだ っちボー
ル」を今年も閧催し ます。くわし
いことは、決まり 次第お知らせし
ますのでお 楽しみに。

□ A- Fest a15記念グッズ
今年も記念T シ ャツを 販充し ま

す。サイズは、子供用、M、L、LL
の4 種類、価格はいずれも1, 200円
です。収益はまつりイベントの経
費にあてられます。

――いずれも――
胃先一吊 脊PqX 肖まつり委員凸 事
務局44- 央 凛n冫蠢・J 叺S 。●
育譎佩) 　388( 卜 俔73

自分だけのハガキをつくってみませんか
郷土博物館 紙すき体験教室

足立では鳥蒙の副業として、紙
すき( 再生紙つくり) が行われてい
ました。この方法を利用して、手
すきによるハガキをつくります。
日時- 8月6日( 日) 、T浚2時～
4時 対象一刀り

員=20 人 費用一無料 申 込一往
復ハガキに住所 、氏名、年齢、亀 話
番号を明記( ハガ キ1 枚につき ひ
とり) 期限- 7 月31日必着 場
・申 ・問先一郷土 博物館 〒120
大谷田5 ―20―1　3620 ―9393荒川のぬくもり　深呼吸

アウトドア・イベント・
イン・ア ラカワ' 95
都市化が進む中で残された貴重

な水と緑の2 問 荒゙川。。ここ
で流域との交流や、川への親しみ
や理解を深めてもらおうと、足立
区をはじめとする荒川沿いの2 市
・8 区と1判9 省が主 催して、rアウ
トドア・イベント ・イン・アラカ
ワ」を開催し ます。
今年で8 回目となり、当 日は、

荒川でおもいっきり楽しんでいた
だけるよう に、スポ ーツ広場、あ
そぴ広場、模擬店、水上バス乗船
等、多数のイベントを予定してい
ます。夏休みの一一-日をご衣族連れ
で、 ぜひおでかけください。
日時- 7月30日( 日) 、午前9時30
分～午後3時※ 小雨開催場所
= 戸田公園( 荒川河川敷) ※ J R
埼京繚戸田 公園駅から無料直通バ
ス運行 問先一中央本町 庁舎・計
晤調整課　3880 ―5201

水 上バ スの旅

あだちリバーウオッチング

日時- 8月19( 土) 、午前I『薺～午
後3鯲χ 吩場所一一TT- Ln―1』舶着
場～岩薦水門～Tn: 新書～萬四●
齷公儷～東京惠～千住c水上バス
利用) 1j 矗一観光協会会員およ
び区内在住の方 定異- 1{ x} 人租
度( 抽遷) 費用- l > 餓晄瀏 へら員
・・・2【xx】円E> 会 員 外・・・2500 円
( 1・丶ずれ弔1屁會付き、当 日現 地で
支払い) 申 込一律奮ハガキに希
望者全員の住所。氏名f r 敝、電
飢昌弓、会員・僉員外の別、「リパ
ーウオ ッチンダ希望」と明記 ※
ハガ キ1 枚で3 人まで 申し 込み
可。返酋ハガ キの諛にも 住所、氏
名を必ず記入してください。。14
申し込みは無効 期覿- 8 月1 日
消印豪l効 申・胃先一観光皙15リ
パーウオッチング苣l当 【中央本町r
螽・産業 振興課内】 〒1s 中央

沛:輿11- 17- l 　2 羮菱甓〕- { 1191

あだちブラスバンドフェスティバル' 95出演団体募集

響 け 広が れ 吹奏楽の輪

今年は実行委員会を結成し て、
企画から運営まで手作りで行い ま
す。吹奏楽の咒衰の場に 緒に出
演し てみませんか。 日程- 11 月5
日( 日) 場所- ギャラクシティ

・西 新井 文化ホ ール 対象 一一

般、小学校、高笥予 校の吹奏楽団
体( 中学校はコンク ール受賞 校を
招待) 出演時間=1 団体15分租

度 曲目一自 由 費用一無料 期
限- 8 月31日 ※ お手伝いいただ
ける方。広告も蓴零しています。
くわしくはお
問 い合わせく
ださい。 申
・間先= あだ
ちブラスバン
ドフ ェスティ
バ ル゙ 95実行委
員会事務局( 千住本庁舎・文化振
興佩) 　3882 ―1111㈹

女性相談室の臨時休業
女性相談室は、相談員の研修の

ため次のとおり休業します。なお、
この期間は相談の予約も休業しま
す。期間- 8月14日～18日問
先一女性総合センタ ー
3880―5222

女性相談m　3880- 5223

千寿桜小学校　開放施設の休館

図書館および多目的ホールを清
掃のため休館します。ご不便をお
かけしますが、他の施般をご利用
ください。休館日- 8月2日～
4 日 問先一千住本庁舎・施設課
管理係　3882- 1111 ㈹

第2 土 曜 日

区の施設無料開放
本 年4 月 から, I 5T17 ホ・巾り 扠゙
は飆2 ・4 土・ 日ヵs休み4こなり、
舍肥a 刪矚畆i●えてきました。区
で昿、次の施設について身12+1
日に限り、終 日。哂J , sり方 〔大人
・子 供簡 わず〕§こ氣翻 耀苡してい
ます。ぜひ、ご家族でご利 用くだ
さい。t > 温水プ ール( = 鈩住 ・竹
の獵 ・宋- 瀬) I 公● プ ール
l 中央冰靭プ ールE 冫東屋 細公皿
アイススケ ート壗E> 総合スポ ー
ツセンターl > 地域体育館1> こ
どもj ol j ¥i &i【>攤上摶驗鹿l > 生&
圜 問先Tn: 沛疔舎 ・弖二囂澂
育推進翼 言t圃0k　3882 ―1111㈹

≫ビデオ上映会≪
ルッキング・フォー・フミコ: 女たちの自分探し

ひとりの日本人女性と の出会い
からニューヨ ークに住む監督が。
日本のウーマン・リブ連勧の歴史
をたどる旅に出ます。r女として私
はどう生き たいのか」を追求し続
けた女たちの姿をみずみずしく描
いたド キュメンタ リー。夏 の夜の
ひととき 、あなたも自分揀し の旅

に出かけてみませんか。男 性の方
もお待ちし ています。 日時- 8
月2 日( 水) 、午後6BS3Q 分 対象
一区内在住・在勤・在学の方 定
員- 15 人( 先着順) 費用一無料
申込一電話 場・申・間先一女性
総合センタ ー　3880 ―5222

◎ 「あだち広報」は再生紙を使用しています FCK240000


